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研究成果の概要（和文）：東アジアの家族とセクシャリティの特徴と変化を明らかにせんとする本研究の結果、
中国前近代における家族について、唐代の女家での婚姻儀礼や近世の母子間の気の継承観念などから、従来漠然
と考えられていたよりも母系的な要因が強いこと、儒教的な家族規範の実態は時代や地域による格差が大きいこ
となどが明らかになった。
また、現代東アジアのセクシュアリティについては、セックスワーカーやセクシャルマイノリティーの運動がそ
れぞれの地域の政治的・地政学的状況を踏まえて展開されており、そこでは強力な家族主義や政治的抑圧との対
抗関係など、欧米における運動とは異なった状況があることが分かった。

研究成果の概要（英文）：Based on our studies on the characteristics and changes of families and 
sexualities in East Asia, we clarified the fact that families in the pre-modern times of China had 
more matrilineal factors than previously thought, especially when they held a marriage ceremony at 
the bride’s house in the period of the Tang dynasty and they had the concept on inheritance of qi 
(energy) from mothers to children in the early modern period, and the fact that actual practices of 
Confucian family norms often differed depending on periods and regions.
As for sexualities in the present East Asia, we found out that sex workers and sexual minorities 
have developed their movements under the situations differing from those in the Western countries, 
in accord with the political and geopolitical conditions in their regions under the strong influence
 of familism, and have built adversary relationship with political oppression. 

研究分野： アジア史、ジェンダー

キーワード： 東アジア　家族　ジェンダー　セクシュアリティ　セクシャルマイノリティー　父系制　家父長制
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、東アジア内での家族とセクシュアリティの比較史であり、従来、欧米とアジア個別の地域との比較に
終始しがちであったジェンダー史研究を、アジア内部での比較史に重点を置いて進めることにより、儒教文化圏
内部の共通性と相違とをより深く考察することが可能になった。その結果、東アジアの家族の母系的要因と父系
化について、比較の視座から考察することによって従来の単線的な理解が修正されつつある。
また、現代東アジアのセクシャルマイノリティー運動の展開を地政学的要因を踏まえて考察することにより、日
本の運動の展開過程とその立ち遅れの要因を東アジアの国際的視野の中で理解することが可能になる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究グループなどのこれまでの研究によって、中国前近代における家族とセクシュアリテ

ィについて、中国の家族は先秦から基本的に父系制であったが、歴史的に徐々に父系化の度合い
を強めてきたこと、中国の相続制度の特徴である男子均分相続を原理的に説明しうる思想は朱
子学以後にしか出現しないこと、明清の流動的な競争社会の中で、ジェンダー規範は社会的地位
の指標として重視されるようになったこと、などが明らかになった。また、近現代中国において
は、ナショナリズムとの関連の下で、男性性・女性性のあり方が変化したなどのジェンダー秩序
の変容が見られることがわかった。 
 以上のように、中国の家族とセクシュアリティの歴史的変化と特徴の概略が明らかになって
いたが、いまだ詳細な具体的状況は明らかでなく、また他のアジア諸地域についてはまだあまり
研究が進んでいなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、第一に、儒教的とされる東アジア各地域の前近代の家族規範の具体的特徴と、そ

れがどの程度、どのように普及していったかの実態と、その要因を、各地域の社会状況に即して
明らかにする。 
第二に、男女の身体の統御と家族の再生産のあり方に注目する。女性の生殖能力の統御を通じ

た家族の安定的な再生産に前近代から国家が果たした役割の大きさはこれまでの研究でも注目
されており、我々も近現代におけるリプロダクションをめぐる国家と家族の関係の分析に成果
を挙げてきた。これをさらに深めて、現在、世界で最も少子化の進んだ地域である東アジアのリ
プロダクションを規定する要因を、各地域の歴史的背景および政策と女性の主体的対応の相関
の下で解明する。 
さらに、異性愛家族の形成維持をはかる政策と表裏のものとして、セクシャルマイノリティー

ズや独身男性、あるいはセックスワーカーなど家族の外側の人びとが如何に捉えられてきたか
に注目し、東アジアの家族と親密圏について、新たな角度から光を当てる。 
 
３．研究の方法 
 文献研究とフィールド調査を併用して、研究を進めた。ジェンダー研究においては、新出史料
の発掘とともに従来から使われてきた文献史料のジェンダー視点による読み直しが重要である。
また、これまで資料を残すことが少なく、声を上げられなかった人々の声を聞きとるフィールド
調査も不可欠である。 
 本研究組織は、歴史学・文学・社会学などの多様なディシプリンの研究者よりなり、こうした
異なった専門性を持つメンバーの分析の成果を生かした議論を通して、従来見過ごされていた
東アジア社会のジェンダー秩序を明らかにし、それを発信してゆく。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は、成果報告論文集である（小浜・板橋編 2022）をはじめとする各著作に示さ

れている。明らかになったことは、以下のような点である（括弧の著者名は、同報告論文集での
執筆者名であり、研究協力者も含まれる）。 
（1）東アジア前近代の家族について、とくに中国の父系制家族に関しては、唐代の女家での婚
姻儀礼や近世の母子間の気の継承観念などから、従来考えられていたよりも母系的な要因が強
く見えること、それは父系制が強化されると言われていた近世期まで見うけられることがわか
った（下倉、佐々木）。また、中国前近代における儒教的な家族規範である「同姓不婚」や妻妾
間の地位の移動などに関する時代や地域による実態の格差などが明らかになった（五味、板橋）。
こうした儒教的規範の実態のバリエーションについては、中国以外の地域に関して、研究を継続
中である。また、中華人民共和国成立直後の現代中国の家族については、大衆運動への関与を通
じて主婦も国家への貢献を求められており（泉谷）、国家による家族への強い関与が見られたこ
とは前近代と同様に特徴的であったと言える。 
（2）現代東アジアのリプロダクションに関して、近年の生殖補助医療の適用範囲について、東
アジアで婚姻内の異性愛夫婦のみに使用を限る家族主義的な傾向が強かった（姚）。さらに、冷
戦体制下にあった現代東アジアの最前線の韓国や台湾における覇権的男性性には、生殖可能な
身体であることが重要な条件である（福永）など、（男系の）血統を繋ぎ子孫を残すという儒教
的な価値観が、現在も大きな影響を持っていることが確認できた。 
（3）さらに、現代東アジアのセクシュアリティについては、セックスワーカーやセクシャルマ
イノリティーの運動がそれぞれの地域の政治的・地政学的状況を踏まえて展開されており、そこ
では強力な家族主義や政治的抑圧との対抗関係など、欧米における運動とは異なった状況があ
ることがわかった（郭、遠山）。セクシャルマイノリティーズの社会的包摂が東アジアで最も進
んでいる台湾では、家族主義的価値観によるバックラッシュとともに、支配的な異性愛規範に適
合的な「新しいホモノーマティビティ（同性愛規範）」が登場し、それに対する批判も見られる



ようになっている（白水）など、より複雑な状況も見られる。 
 なお、これまでの研究の成果をまとめた『中国ジェンダー史研究入門』（小浜等編、京都大学
学術出版会、2018）の英語版および中国語版（Masako＆Grove eds.2021、小濱等編、2020）を
刊行して多元的な研究成果の国際発信を行えたことは、コロナ禍における国際的研究交流とし
て、特に記しておきたい。 
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